
 

 

 

 

 

 

 

 

発生場所 事故内容 年代 程度

4 月 3 日 10時頃 天覧山 登山者が気分不快で歩行不能 70代 中等症

5 月 4 日 9時頃 顔振峠 登山道で転倒 80代 重症
5 月 14 日 10時頃 大名栗線 オフロードバイクで走行中約120ｍ転落 50代 死亡
5 月 20 日 15時頃 蕨山 登山道で転倒 70代 中等症
6 月 3 日 13時頃 尾須沢鍾乳洞 ロッククライミング中に墜落 50代 軽症
7 月 9 日 16時頃 天目指峠 下山中に道迷い 30代 不搬送
8 月 17 日 7時頃 伊豆ヶ岳 登山道で自損行為 40代 死亡
9 月 9 日 10時頃 棒ノ嶺 内因性の疾患により歩行不能 70代 重症
9 月 16 日 7時頃 有馬峠 下山中道に迷い滑落 50代 中等症
9 月 22 日 9時頃 棒ノ嶺 登山道で転倒 80代 軽症

発生日時

 

上記の表は、平成２９年４月から９月までに埼玉西部消防局管内で発生した、山岳遭難事故発生

状況です。下記に注意点を掲載していますので確認してみましょう。 

 

 

 

H29  8/1 18 時 46 分 H29  8/15 18 時 32 分 

H29  9/1 18 時 09 分 H29  9/15 17 時 49 分 

H29 10/1 17 時 26 分 H29 10/15 17 時 06 分 

H29 11/1 16 時 46 分 H29 11/15 16 時 34 分 

H29 12/1 16 時 28 分 H29 12/15 16 時 29 分 

H30  1/1 16 時 38 分 H30  1/15 16 時 51 分 

H30  2/1 17 時 08 分 H30  2/15 17 時 23 分 

H30  3/1 17 時 36 分 H30  3/15 17 時 48 分 

 上の表は、日没時間を記載したものですが、８月と１２月を見比べていただくと２時間程度早く

日没してしまいます。夏場と同じ感覚で登山を計画してしまうと、日没までに下山出来ず、道迷い

や遭難事故につながります。登山を計画する際は、事前に日没時間を必ず確認し、少なくとも１時

間前には下山できるようなゆとりある計画を立てましょう。 

                        重ね着で防寒対策を！ 

                     寒暖の差が大きくなって参りました。 

                     天候や風速によって体温調節が難しい季節です。 

                     休憩中や下山時には、汗が冷えて体力を奪われ 

がちですので、下山前のインナーの着替えや薄手 

の上着を重ね着するなど、状況に合わせた防寒対 

策をしましょう。 
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棒ノ嶺とは、埼玉県飯能市と東京都西多摩郡奥多摩町の境に位置する、標高９６９ｍの山です。 

この山の特徴としては、沢有り、滝有り、鎖場有り、山頂は広く景色もいいため、多くの登山者が 

訪れる場所です。しかしながら、毎年のように重大な事故も起きている場所でもあります。 

 今回は、平成２５年４月から平成２９年９月までに発生した事故についてまとめました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いざという時に、役に立つのが「登山届け」です。消防・警察の山岳救助隊は、

提出された登山届けの情報をもとに、捜索活動を行います。登山届けは、登山口に

設置してあるポストや、埼玉県警察のホームページからも提出できます。また、家

族や身近な人に渡しておくだけでも大きな情報源となります。 

 

棒棒ノノ嶺嶺  山山岳岳事事故故多多発発！！  

 これから山は日に日に冬支度に移ります。日没の時間も早くなるため、早めに下山するように

心がけましょう。また、気温もぐっと下がるので、汗をかくと身体が一気に冷えてしまいます。

できるだけ汗をかかないペースで登り、寒さ対策を万全にし、楽しい登山を心がけてください！ 
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 図１ 山岳事故傷病程度（H25.4～H29.9） 

 右の図１は、過去５年以内に棒ノ嶺

で発生した山岳事故傷病程度のグラフ

になります。これまでに１７件発生し、

死亡２件、重症２件と重大な事故に繋

がっています。このように重大な事故

の背景には、様々な要因がありますが、

一つは、体調不良の場合は無理な登山

は控えましょう。引き返す決断も、賢

明な判断です。体調が万全なときに、

楽しい登山をしましょう！ 

 右の図２は、一般登山者が多く登る

白谷沢登山道の地図になります。棒ノ

嶺での登山事故の内、９割以上が白谷

沢（白谷橋から東屋まで）での事故に

なります。要因としては、沢沿いを歩

くため足元が滑りやすく、また岩場も

多くあるため、転倒すると大怪我に繋

がります。自分の足元を確認しながら、

急がずゆっくりと歩きましょう。｢自分

は大丈夫｣と、過信せず、注意しながら

行動しましょう！ 
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事故多発場所！
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 図２ 白谷沢登山道 

 



登 山 計 画 書 

グループ名  

フリガナ 

代表者氏名 

 

 

住所  

自宅電話番号  

携帯電話番号  

登行山名（域）  

登山目的  

登山開始時間  

下山予定時間  

日 付 登山ルート 

月  日 →          →          → 

月  日 →          →          → 

月  日 →          →          → 

月  日 →          →          → 

月  日 →          →          → 

月  日 →          →          → 

同行者氏名 年齢 住所 緊急時連絡先（携帯電話） 

    

    

    

    

    

    

    

携 行 品 

□地図  □コンパス  □テント  □ツエルト  □雨具  □ヘッドライト  □非常食 

□救急用品  □ラジオ  □コンロ  □その他（                  ） 

交通機関 
行き  

帰り  

自家用車 車種  ナンバー  駐車場所  

備 考 

 


